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帝京大学グループ
ベルリンキャンパス［ドイツ］

映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
な

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
。

　

屋
根
や
壁
面
に
、
パ
ス
テ
ル
カ

ラ
ー
を
用
い
た
建
物
の
数
々
。
ま
る

で
お
も
ち
ゃ
箱
か
ら
抜
け
出
し
て
き

た
よ
う
な
、
か
わ
い
ら
し
い
街
並
み

に
た
め
息
が
出
る
。
造
形
の
美
し
さ

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
目
を
奪
わ
れ

る
の
は
そ
の
都
市
に
あ
ふ
れ
る
豊
か

な
色
彩
だ
。「
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
一
部
保
存

さ
れ
て
い
る
ベ
ル
リ
ン
の
壁
に
も
、

崩
壊
当
時
に
各
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
集
ま
っ
て
描
い
た
絵
が
鮮
や
か
に

残
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
は

東
西
冷
戦
の
象
徴
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
こ
こ
が
「
芸
術
の
街
」
で
あ
る

こ
と
を
も
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ア
ー
ト
以
外
に
も
、
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
8
つ
の
大
き
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

3
つ
の
歌
劇
場
を
有
し
、
世
界
的
に

有
名
な
音
楽
家
を
多
数
輩
出
し
て
い

る
街
・
ベ
ル
リ
ン
。
最
高
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
体
感
し
た
い
の
で

あ
れ
ば
、
こ
の
場
所
を
選
ん
で
間
違

い
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
都
市
の
中
心
部
か
ら
南
東
へ
移
動

す
る
と
、
田
園
的
な
ツ
ォ
イ
ト
ナ
ー

湖
畔
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
中
に
位

置
す
る
の
が
、
帝
京
大
学
グ
ル
ー
プ

ベ
ル
リ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
。
周
囲
を

取
り
巻
く
の
は
、
白
樺
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
混
交
林
。
運
が
良
け
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
湖
の
向
こ
う
に
落
ち
る
大

き
な
夕
陽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
な
幻
想

的
な
風
景
に
、
思
わ
ず
魅
了
さ
れ
る

は
ず
だ
。

　

ベ
ル
リ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
宿

泊
施
設
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
国
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が
セ
ミ

ナ
ー
や
研
修
な
ど
で
訪
れ
る
。
帝
京

大
生
た
ち
も
食
堂
や
バ
ー
に
集
ま
る

滞
在
者
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
ッ
フ
た

ち
と
仲
良
く
な
り
、
英
語
や
ド
イ
ツ

語
を
通
じ
て
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て

い
た
。
短
期
間
で
ド
イ
ツ
語
を
習
得

す
る
の
は
至
難
の
業
だ
が
、
授
業
で

習
っ
た
挨
拶
な
ど
は
す
ぐ
に
覚
え
て

腕
試
し
を
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
年
に
用
意
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
プ
ラ
ハ
、
加
え
て
ウ
ィ
ー
ン

と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ど
ち
ら
か
を

選
択
し
て
訪
問
。
比
較
的
少
人
数
、

か
つ
シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
が
2
度
も

組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

参
加
者
同
士
は
す
っ
か
り
仲
良
し

に
。
誰
も
が
「
日
本
に
帰
り
た
く
な

い
！
」
と
口
に
す
る
ほ
ど
、
充
実
し

た
時
間
が
流
れ
て
い
た
。

素敵な仲間、そしてドイツ語。
新しい出会いが詰まった3週間。
芸術の街であるドイツの首都、ベルリン。
言葉や文化の違いに戸惑いながらも人の温かさに触れて、
学生たちもひと回り大きくなりました。

Program Schedule

午前 午後

ケーペニック市庁舎／
ケーペニック宮殿など見学

1日目

2日目

3日目

4日目

6日目

7日目

8日目

9日目

10日目

13日目

14日目

15日目

16日目

17日目

18日目

19日目

20日目

ベルリンキャンパスへ到着

オリエンテーション

 授業

チェコ共和国・プラハへバス旅行

ドイツ歴史博物館見学授業

アレクサンダー広場、
赤の市庁舎などを見学授業

サンスーシ公園などを見学授業

ポツダム広場などを見学授業

オランダ・アムステルダム or オーストリア・ウィーンへ旅行
（興味のあるどちらかの都市を選択）

自由行動授業

授業 ペルガモン博物館見学、
オペラ鑑賞

ブランデンブルク門、連邦
国会議事堂などを見学授業

自由行動授業

最終試験、修了書授与 自由行動

ドイツ・ドレスデンへバス旅行

自由行動

日本に帰国

5日目

11日目

12日目

ブランデンブルク門 04Flair05 Flair



A Day Reporting
とある１日に、密着しました。
言語を学ぶだけではなく、この国の歩みも目で見てほしい。
そんな現地の先生たちの思いから、午後はベルリンの市内見学へ。
痛ましい過去や発展の歴史の、すべてが詰まった街でした。

A Day Schedule

8:15～9:00 
朝食

9:00～10:30　
授業／英語

10:45～12:15　
授業／ドイツ語

12:15～13:00　
昼食

13:00～　
ベルリン市内見学へ　
ブランデンブルク門→ベルリ
ンの壁跡→連邦議事堂→
虐殺されたヨーロッパのユダ
ヤ人のための記念碑→ベル
リン・コーミッシェ・オーパーな
ど→ショッピング→キャンパス
帰宅

19:00～20:00　
夕食

先
生
と
一
緒
に
行
く
、

ベ
ル
リ
ン
歴
史
ツ
ア
ー
。

「
グ
ー
テ
ン
モ
ル
ゲ
ン
！
」

　

厨
房
ス
タ
ッ
フ
と
元
気
に
挨
拶
を

交
わ
す
、
帝
京
大
生
た
ち
。
彼
ら
の

朝
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
か
ら
始

ま
る
。
外
は
さ
っ
く
り
、
中
は
ふ
っ

く
ら
と
し
た
温
か
い
パ
ン
に
、
ハ
ム
、

チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
定
番
の
朝

食
メ
ニ
ュ
ー
。
毎
日
彼
ら
の
引
率
を

し
て
く
れ
る
ピ
ー
タ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ
先

生
と
一
緒
に
朝
食
を
楽
し
ん
だ
あ
と

は
、
彼
が
担
当
す
る
授
業
が
待
っ
て

い
る
。

　

1
限
目
は
英
語
。
先
生
が
「
み
ん

な
、
昨
日
は
何
を
し
た
？
」
と
学
生

に
英
語
で
質
問
を
投
げ
か
け
る
。

「
ペ
ル
ガ
モ
ン
博
物
館
に
行
き
ま
し

た
」「
他
に
は
？
」「
え
え
と
⋮
」

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
黙

る
の
で
は
な
く
「
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
、
と
に
か
く
発
言
し
な
さ
い
、
と

い
う
の
が
ベ
ル
リ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

教
え
。
み
ん
な
戸
惑
っ
て
い
る
か
も

と
思
い
き
や
、
緊
張
の
色
は
少
し
も

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
授
業
が
、
学
生
た
ち
の
心
を
和

ま
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

昼
食
の
あ
と
は
路
線
バ
ス
に
乗
り

込
ん
で
、
ト
ラ
ム
（
路
面
電
車
）
の

駅
へ
。
グ
リ
ュ
ー
ナ
ウ
駅
で
電
車
に

乗
り
換
え
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
門

へ
と
向
か
う
。
ま
ず
は
、
観
光
地
と

し
て
も
有
名
な
こ
の
周
辺
を
見
学
。

そ
こ
か
ら
少
し
歩
く
と
、
足
下
に
ベ

ル
リ
ン
の
壁
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
。

「
こ
こ
か
ら
向
こ
う
は
西
ベ
ル
リ
ン
、

こ
っ
ち
が
東
ベ
ル
リ
ン
だ
っ
た
」
と

教
え
て
く
れ
る
先
生
。
学
生
た
ち
は

壁
跡
を
囲
う
よ
う
に
足
を
乗
せ
、
上

か
ら
仲
良
く
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

「
ハ
イ
、（
移
動
を
）
オ
ネ
ガ
イ
シ
マ
ー

ス
」
と
言
い
な
が
ら
、
先
生
は
次
に

国
会
議
事
堂
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

た
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
首
相
就
任
後
に
ユ

ダ
ヤ
人
差
別
が
始
ま
っ
た
こ
と
や
、

東
西
統
一
後
に
国
会
議
事
堂
を
修
復

し
、
ベ
ル
リ
ン
が
首
都
と
し
て
新
た

な
道
を
歩
み
始
め
た
こ
と
。
そ
れ
ら

を
話
し
て
く
れ
た
先
生
は
「
こ
こ
は

ド
イ
ツ
の
未
来
と
と
も
に
、
良
く
な

い
ド
イ
ツ
の
歴
史
を
表
し
て
も
い
る

ん
だ
」
と
付
け
加
え
た
。

　

最
後
の
見
学
場
所
は
、
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
記
念
碑
（
虐
殺
さ
れ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
記
念

碑
）。
お
よ
そ
2
万
平
方
メ
ー
ト
ル

の
敷
地
に
2
7
1
1
基
の
石
碑
が

整
然
と
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
間

は
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き

る
。「『
こ
こ
へ
入
っ
た
ら
出
ら
れ
な

い
か
も
し
れ
な
い
』
と
い
う
焦
り
や

緊
張
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
先

生
の
言
葉
に
は
、
か
つ
て
迫
害
さ
れ

た
ユ
ダ
ヤ
人
と
同
じ
気
持
ち
を
胸
に

刻
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

終
始
英
語
で
行
わ
れ
る
解
説
に
一

生
懸
命
耳
を
傾
け
、
ベ
ル
リ
ン
の
歴

史
を
こ
の
目
で
見
な
が
ら
、
学
生
た

ち
は
何
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
最
後

は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
、
ド

イ
ツ
の
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら

一
日
の
幕
が
閉
じ
た
。

13:00
キャンパス近くのバス停から
路線バスに乗り込む。
ベルリン市の中心街へはバス、トラム、
電車を乗り継いで40〜50分ほどで着
く。乗車券はすべて同じなので、1 日乗
車するなら 4.4 ユーロの day ticket も。

9:00
授業は一方通行ではなく、
お互いの顔を見て。
学生同士が対面して座り、進められる授業。ド
イツ語の時間も英語も、先生が質問を投げかけ
学生が答えるという、コミュニケーションに重
点が置かれた形式がとられている。

8:15
食事をする場であり、
憩いの場でもある食堂。
決められた時間内であれば、自
由に食事をとることができる。
とにかく明るいドイツ人の厨房
スタッフが給仕してくれるから、
毎朝眠気もどこへやら。

Germany
Teikyo University Group Berlin Campus

16:00
街中の広大な敷地に建つ、
2711基の石碑たち。
過ちを忘れないようにと建てられた、
ユダヤ人のための記念碑。高さは微妙
に異なる。石碑の影に隠れると、何と
もいえない恐怖と焦燥感に駆られる。

15:00
ドイツの憂いと喜びを
背負って建つ国会議事堂。
目の前の建物に書かれている

「Dem Deutschen Volke」とは、
「ドイツの人々のために」という
意味。統一後の開放的なドイツ
政治を象徴する斬新なデザイン。

14:00
ドイツの歴史が詰まった地に、
思わず周りを見渡す一行。
次の見学地に移動。後ろに見え
るのがブランデンブルク門。東
西ドイツ統一の際は、何千人も
のドイツ人がこの場所を訪れ、
国境解放を祝ったという。

14:30
世界的なニュースになった
ベルリンの壁跡と対面。
1961〜1989年、東西ドイツを隔てて
いた壁。「壁があったから、近くのビル
には全然陽があたらなかった」と当時
を知るピーターヴィッツ先生だからこ
そリアルな現実を教えてくれる。

06Flair07 Flair



言
葉
の
壁
は
高
い
が
、

外
国
の
壁
は
薄
く
な
っ
た
。

　

海
外
に
行
く
の
は
初
め
て
だ
っ
た

と
い
う
青
木
さ
ん
。「
英
語
が
学
べ

て
、
か
つ
長
い
期
間
滞
在
で
き
る
場

所
が
い
い
」
と
、
3
週
間
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
選
ん
だ
。

「
ベ
ル
リ
ン
で
一
番
強
く
感
じ
た
の

は
、
言
葉
が
通
じ
な
い
と
こ
ん
な
に

大
変
な
の
か
！ 

と
い
う
こ
と
。
そ
れ

で
ま
す
ま
す
、
英
語
学
習
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
」

　

そ
の
一
方
で
、
彼
の
中
で
の
「
外

国
の
壁
」
は
薄
く
な
っ
た
と
い
う
。

「
日
本
人
以
外
の
人
種
と
触
れ
合
う

の
は
、
難
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ

と
思
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
番
の
収

穫
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
外
出
し
た
と
き
、

電
車
が
止
ま
る
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ

れ
た
彼
。
友
達
と
マ
ッ
プ
を
見
た
り

英
語
で
人
に
聞
い
た
り
し
て
、
ト
ラ

ム
や
電
車
を
乗
り
継
ぎ
自
力
で
宿
に

戻
っ
た
。
そ
ん
な
異
国
の
地
で
の“
プ

チ
・
サ
バ
イ
バ
ル
体
験
”
も
、
彼
を

少
し
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
ひ
と
つ
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

青木智仁さん

ドイツを発つ日は涙が止ま
らなく、空港のゲートの中
からも、ピーターヴィッ
ツ先生に向かって何度も

「ピーター！」と呼んだとい
う青木さん。「彼はまるで、
本当の父親のようでした」

文学部社会学科

外国人と触れ合うのは、難しいことじゃない。

Seiko Mizukami

Teikyo University Group
Berlin Campus
Schmöeckwitzer Damm 1G
D - 12527 Berlin  Germany
tel: ＋49 -（0）30-675-040 朝食はハムやチーズ、パンの種類も

豊富。温かいパンに心が和む。

　30 年以上ドイツで暮らす三枝
子先生が、帝京大生にドイツ語
を教えるのは 2 回目。自身がド
イツ語を習っていたときの経験
が、授業に生きていると話す。

「シチュエーション別の会話文を
丸覚えしても、テキスト通りの
言葉を使う機会はほとんどあり
ません。実際に、人と話しなが
ら学ぶことが重要なんです」
　ヨーロッパ人は、つたない言
葉でも身振り手振りで意志を伝
えようとするという。だから彼
女の授業でも、発表がメインだ。

「たった 12 時間だけど、話すこ
とに対する勇気付けをしてあげ
られたらと思っています」

学生に「間違うことは
恥ずかしくない」と教えたい。

言葉や人種が違っても、みんな同じ人間です。

　20年前から帝京大生の世話を
しながら英語を教えているピー
ターヴィッツ先生。近年は自立
した子が増えたと話す。

「ただ日本の学生は、語彙力・文

法力はあるのにとてもシャイ。
だから話す機会をたくさん作っ
てあげたい、と思いますね」
　今までに約 2 千人の日本人学
生がキャンパスに訪れたという。

各国からもたくさんの学生が集
まるため、国際交流も盛んだ。

「国は違ってもみんな同じ人間。
それをこの場所で知ってもらえ
ることが、一番の誇りです」

Campus Information
キャンパスインフォメーション

Tomohito Aoki

Student’s Voice
参加した学生に聞きました。
現地で異国の人と触れ合う機会の多かった
ベルリンキャンパス。加えて学生たちは、
初めてのドイツ語や街並みにも刺激を受けたようです。

海
外
に
滞
在
す
る
勇
気
を

ベ
ル
リ
ン
が
く
れ
た
。

「
授
業
は
す
ご
く
面
白
い
で
す
。
意

欲
の
あ
る
子
が
集
ま
っ
て
い
る
の

で
、
発
言
も
質
問
も
し
や
す
く
て
」

　

大
学
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
専
攻
し

て
い
る
水
上
さ
ん
だ
が
、
こ
こ
で
は

英
語
も
ド
イ
ツ
語
も
楽
し
く
勉
強
で

き
た
と
い
う
。
ゆ
っ
く
り
と
英
語
を

話
し
て
く
れ
る
ピ
ー
タ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ

先
生
、
そ
し
て
友
達
の
よ
う
に
ド
イ

ツ
語
を
教
え
て
く
れ
る
三
枝
子
先

生
。
ホ
リ
デ
ー
留
学
を
通
し
て
、
彼

女
は
ド
イ
ツ
が
大
好
き
に
な
っ
た
。

「
ベ
ル
リ
ン
に
行
く
ま
で
は
、
崩
壊

し
た
壁
の
こ
と
く
ら
い
し
か
知
ら
な

か
っ
た
。
で
も
風
景
や
食
べ
物
も
含

め
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
こ
の
地
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時

に
、
海
外
に
長
期
滞
在
す
る
勇
気
も

も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
」

　

行
き
先
は
ど
こ
で
も
、
日
本
を
出

る
と
視
野
が
広
が
る
。
母
国
の
良
さ

と
狭
さ
を
再
認
識
し
、
海
外
に
目
を

向
け
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

「
今
度
は
他
の
国
に
も
行
っ
て
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
、
長
期
で
！
」

水上聖子さん

少人数だったこともあり
「仲の良い友達ができた」と
水上さんは話す。みんなと
近くのスーパーに買い物に
行ったり、毎日部屋で雑談
をしたりと、オフの時間も
楽しく過ごせたようだ。

外国語学部外国語学科

今度は、長期でホームステイをしてみたいです。

仲良くなった人と触れ合える
スペースが楽しい。
寮には、ちょっとした料理ができる
簡易キッチンやランドリーも完備。
レジャールームやスポーツ施設で、
仲良くなった人と遊ぶこともできる。

留学生用の部屋は、
シンプルでヨーロッパ的。
2 段ベッドとデスク、本棚などが用
意されたシンプルな 2 人部屋。冬の
ベルリンは寒さが厳しいため、横幅
の大きいオイルヒーターも。

ボリュームたっぷりのラビオリがう
れしい夕食。ピクルスは定番。

ローター・ピーターヴィッツ先生

今までに中国や日本、ロシ
アなどに留学経験のある彼
は「就職後や結婚後とはま
た見識が違うので、柔軟な
学生時代に外国で学ぶこと
はとても大事だと感じてい
ます」と話す。

Lothar Peterwitz

Germany
Teikyo University Group Berlin Campus

Location FoodRoomSchool

国際関係の仕事にも、
興味がわいてきました。

ずっと日本だけにいるのは
もったいないと思います！

Berlin 
Campus

フィッシュ三 枝子先生

「ドイツには『先生』という敬称を
つける習慣がありません。ただ名前
を呼ぶだけ。だから気軽に一緒にお
話ししましょう！ という気持ちで授
業を進めています」

Mieko Fisch
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静
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
習
し

刺
激
い
っ
ぱ
い
の
街
へ
出
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
首
都
、
ロ
ン
ド
ン
。

各
国
か
ら
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
民
族
が

集
ま
り
、
様
々
な
言
語
が
飛
び
交
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
界
都
市
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
経
済
の
中
心
地
と
し
て
先

進
的
な
顔
を
持
つ
一
方
で
、
バ
ッ
キ

ン
ガ
ム
宮
殿
や
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
寺
院
な
ど
の
由
緒
あ
る
建
造
物

が
多
く
見
ら
れ
る
の
も
特
長
。
古
き

と
新
し
き
が
調
和
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
中
で
も
有
数
の
、
歴
史
あ
る
街
だ
。

　

ま
た
世
界
的
に
有
名
な
大
英
博
物

館
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
文
化
施
設
も
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
や
オ
ペ
ラ
の
み
な
ら

ず
、
20
世
紀
以
降
の
音
楽
史
に
対
す

る
貢
献
度
も
高
い
。「
ビ
ー
ト
ル
ズ

が
歩
い
た
ア
ビ
ー
・
ロ
ー
ド
を
こ
の

目
で
見
て
み
た
い
！
」
と
い
う
音
楽

フ
ァ
ン
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

あ
ら
ゆ
る
面
で
刺
激
満
載
の
ロ
ン

ド
ン
へ
は
、
日
本
か
ら
飛
行
機
で
10

時
間
以
上
。
決
し
て
近
い
と
は
い
え

な
い
距
離
だ
が
「
一
度
は
行
っ
て
み

た
い
」
と
思
う
日
本
人
も
少
な
く
な

い
。
ホ
リ
デ
ー
留
学
参
加
者
は
「
本

場
の
英
語
を
学
び
た
い
」「
一
度
も

外
国
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か

ら
」
と
参
加
理
由
は
様
々
だ
が
、
皆

イ
ギ
リ
ス
と
い
う
国
に
魅
了
さ
れ
た

こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。

　

帝
京
大
学
グ
ル
ー
プ
ロ
ン
ド
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
豊
か
な
緑
が
広
が

る
閑
静
な
田
園
地
帯
の
中
に
あ
る
。

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
シ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る

こ
の
地
域
は
10
世
紀
以
降
、
王
族
関

係
者
の
名
前
と
と
も
に
、
度
々
歴
史

に
登
場
す
る
由
緒
あ
る
土
地
。
近
く

に
は
イ
ギ
リ
ス
王
室
の
居
城
と
し
て

も
知
ら
れ
る
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
も
。
シ

カ
や
リ
ス
、
馬
な
ど
の
動
物
も
見
ら

れ
る
自
然
豊
か
な
環
境
だ
。

　

8
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
持

つ
ロ
ン
ド
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
広
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
シ
ア
タ
ー
棟
、
温
水

プ
ー
ル
な
ど
の
恵
ま
れ
た
施
設
を
有

し
て
い
る
。
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
る
「
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
は
、
実

業
家
の
邸
宅
と
し
て
1
0
0
年
前
に

建
て
ら
れ
た
も
の
。
現
在
は
校
長
室
、

職
員
室
、
事
務
室
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
敷
地
の
中
に
帝
京
ロ

ン
ド
ン
学
園
高
等
部
が
あ
り
、
高
校

生
も
寝
食
を
と
も
に
す
る
3
つ
の
学

生
寮
棟
で
、
帝
京
大
生
は
2
週
間

と
い
う
密
度
の
濃
い
期
間
を
過
ご
し

た
。
こ
こ
で
ロ
ン
ド
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
来
る
学
生
と
友
達
に
な
り
、
一
緒

に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
と
、
楽
し
く

過
ご
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

授
業
を
担
当
し
て
く
れ
る
の
は
、

4
名
の
外
国
人
講
師
。
も
ち
ろ
ん
、

授
業
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
る
。

「
日
本
語
が
通
じ
な
い
」
環
境
の
中

で
、
ど
れ
だ
け
耳
を
鍛
え
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
け
る
か

が
重
要
だ
。
講
師
た
ち
も
、
学
生
た

ち
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
や
す
い
よ
う

ゆ
っ
く
り
と
発
音
し
て
く
れ
る
。
ま

ず
は
、
普
段
あ
ま
り
使
う
機
会
の
な

い
英
語
に
「
慣
れ
る
」
こ
と
か
ら
始

め
ら
れ
る
、
最
高
の
学
習
環
境
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

豊かな自然の中で生活しながら、
本場の英語に触れる旅。
大きな邸宅などが建ち並ぶ、緑が美しい街。
帝京大生はここで、一日一日を大切に過ごしながら、
英語に対する壁もゆっくりと溶けていくようでした。

Program Schedule

午前 午後

1日目

2日目

3日目

4日目

6日目

7日目

8日目

9日目

10日目

13日目

14日目

15日目

ロンドンキャンパスへ到着

オリエンテーション

ロンドン見学 ： バッキンガム宮殿衛兵交代、大英博物館

授業

ファミリービジット授業

近くの国立公園まで
ウォーキング授業

授業授業

パリへ旅行
（ロンドン〜パリを結ぶ鉄道“ユーロスター”で移動し、パリ市内のエッ
フェル塔やルーブル美術館、郊外のヴェルサイユ宮殿などを見学）

ロンドン見学 ： ナイチンゲール博物館など

スピーチコンテスト 晩餐会

授業・ゲーム大会

5日目

11日目

12日目

ウィンザー城を見学

イギリスの病院を見学し、
スーパーマーケットへ

アウトレットショッピングセンター
「Bicester Village」へオックスフォード見学

ミュージカル鑑賞授業

United 
Kingdom
Teikyo University Group 
London Campus

帝京大学グループ
ロンドンキャンパス［イギリス］

日本へ帰国

ロンドンキャンパス マナーハウス 10Flair11 Flair



A Day Schedule

7：30～8：30 
朝食

9:00～9:50　
授業／イギリスのロイヤルファ
ミリー

10:00～10:50　
授業／イギリスのスポーツと趣味

11:00～11:50　
授業／イギリスの住文化

12:00～13:00
昼食

22:00　
キャンパス帰宅

15:00～
ファミリービジットへ

18:15～19:00
夕食

19:30～
スヌーカー場へ

現
地
の
文
化
に
触
れ
て
、

ロ
ン
ド
ン
を
楽
し
む
。

　

ロ
ン
ド
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
は

7
時
半
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
学
内
の

寮
で
暮
ら
し
て
い
る
高
校
生
や
日
本

以
外
の
国
か
ら
来
た
留
学
生
、
そ
し

て
先
生
た
ち
も
利
用
す
る
た
め
、
こ

の
食
堂
は
朝
か
ら
活
気
で
い
っ
ぱ
い

だ
。

　

食
事
が
終
わ
る
と
、
各
々
が
9

時
か
ら
の
授
業
に
備
え
る
。
人
数
が

多
い
た
め
、
授
業
は
3
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
て
開
始
。
1
ク
ラ
ス
50
分
の

シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
午
前
中

に
3
コ
マ
あ
る
。
4
人
の
先
生
も

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
3
つ
の
ク
ラ

ス
を
行
っ
た
り
来
た
り
。
学
生
た
ち

も
飽
き
る
こ
と
な
く
講
義
に
耳
を
傾

け
、
発
言
に
も
熱
が
入
っ
た
。

　

通
常
は
食
堂
で
昼
食
を
取
る
が
、

こ
の
日
は
天
気
が
よ
か
っ
た
た
め
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
持
っ
て
外
へ
。
大

き
な
木
の
下
で
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間

が
流
れ
て
ゆ
く
。
一
人
ひ
と
り
の
お

気
に
入
り
の
場
所
も
違
う
よ
う
だ
。

　

食
事
を
終
え
る
と
「
み
ん
な
食
堂

に
集
ま
っ
て
！
」
と
先
生
の
声
が
す

る
。
見
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
に
カ
ラ
フ

ル
な
ド
ー
ナ
ツ
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
！
」

　

こ
の
日
は
、
参
加
者
の
ひ
と
り
の

誕
生
日
。
学
生
と
の
会
話
の
中
か
ら

そ
れ
を
知
っ
た
4
人
の
先
生
が
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
を
企
画
し
て
く
れ
た
の

だ
。
有
志
の
学
生
が
カ
ー
ド
を
用
意

し
、
み
ん
な
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き

込
む
。
予
期
せ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、

主
役
の
学
生
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
だ
。

　

午
後
は
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ

と
つ
で
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ッ
ト

へ
。
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
ロ
ン
ド
ン
の
家
庭
へ
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
に
行
っ

た
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
訪
れ
た
の

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
ロ
ッ
ク
さ

ん
宅
。
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
の
個
人
宅

に
お
邪
魔
す
る
学
生
た
ち
は
、
建
物

の
色
彩
や
小
物
の
か
わ
い
ら
し
さ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ら
し
い
暖
炉
な
ど
に
た

め
息
を
漏
ら
す
。
最
初
は
少
し
緊
張

気
味
だ
っ
た
が
「
初
め
の
紅
茶
は
苦

い
か
ら
お
砂
糖
を
入
れ
る
の
よ
」
な

ど
と
教
え
ら
れ
な
が
ら
本
場
の
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
テ
ィ
ー
を
楽
し
む
う
ち

に
、
み
ん
な
の
表
情
も
緩
ん
で
い
っ

た
。
奥
さ
ん
が
腕
を
振
る
っ
た
キ
ッ

シ
ュ
に
ポ
ー
ク
パ
イ
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
ケ
ー
キ
な
ど
を
堪
能
し
、
再

会
を
約
束
し
て
お
家
を
後
に
す
る
。

　

夕
食
の
後
、
希
望
者
は
キ
ャ
ン
パ

ス
近
く
の
ス
ヌ
ー
カ
ー
場
へ
向
か
っ

た
。
ス
ヌ
ー
カ
ー
と
は
ビ
リ
ヤ
ー
ド

の
一
形
態
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
と
て

も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
。
引
率
し
て
く
れ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
も
と
、

ル
ー
ル
か
ら
キ
ュ
ー
の
持
ち
方
ま
で

や
さ
し
い
英
語
で
説
明
を
受
け
る
。

ま
だ
手
つ
き
は
慣
れ
な
い
も
の
の
、

あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
上
が
る
な
ど
み

ん
な
思
い
思
い
に
楽
し
め
た
よ
う
だ
。

　

授
業
か
ら
数
カ
所
に
わ
た
る
外
出

ま
で
、
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
っ
た
一
日
。

き
っ
と
み
ん
な
、
夜
は
ぐ
っ
す
り
眠

れ
た
に
違
い
な
い
。

7:30
日本人でも親しみやすい、
ブレックファースト。
基本的にはイギリス料理だが、
日本人の口に合うよう工夫され
た朝食。主食は白米のほか、トー
ストやシリアルなど数種類から
選べる。サラダバーもある。

19:30
初めての人も慣れている人も、
本場で一緒にスヌーカーをプレイ。
スヌーカー場までは、キャンパスのバ
スで 20 分ほど。色によって点数の異な
るボールを落として合計点を競うこの
ゲームに、苦戦しながらも楽しむ。

12:15
広 と々したガーデンで昼食。
木々の匂いに安らぎを感じる。
春とはいえ、気温はまだ低いの
で厚着をして外へ。用意された
ランチボックスの中身はサンド
イッチ、リンゴ、チップス、ジュース。

13:00
思い出に残る、一生に一度の
バースデーパーティ。
昼食後、先生のひとりであるサム
が、バースデーを迎えた学生のた
めに、ドーナツの上にキャンドル
を立ててプレゼント。イギリスら
しいサプライズに、思わず感動！

9:00
コミュニケーションを取りながら、
イギリスの言語と文化を学ぶ。
授業は食事やお祭り、趣味など毎回テー
マを変えてイギリス文化に触れながら、
英会話を学んでいく。プログラムの中
盤にはイギリスと日本を比較した英字
新聞を作り、発表する場面も。

15:00
我が子のようにもてなしてくれた、
イギリスのやさしい父と母に感謝。
ファミリービジット 3 家庭のうちのひとつ、ロックさん宅。
数年に渡りホームステイ先として日本人学生を受け入れて
きた彼らは、帝京大生にも「専攻は何？」「兄弟はいるの？」
など、ゆっくりと英語で話しかけてくれた。

14:00
お互いの部屋に集まれば、
おしゃべりにも花が咲く。
ひとり一部屋だったものの、すっ
かり仲良くなった学生同士はお
互いの部屋でくつろぐ時間も
徐々に多くなった。3人集まっ
てもこんなに広々。

A Day Reporting
とある１日に、密着しました。
現地のイギリス文化に、どっぷり浸かったこの日。
緊張することも多かったけれど、その分たくさんの
思い出が胸に刻まれ、忘れられない一日となったようです。

United Kingdom
Teikyo University Group London Campus
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Student’s Voice
参加した学生に聞きました。

「英語を話すのが恥ずかしい」という気持ちが、

日に日に薄れていく自分に気付く。

ロンドンキャンパスは、そんな学生で溢れていました。

典型的な英国式の朝食にお味噌汁。

日本人はこれで元気が出そう。

勉強ばかりでなく、
体を動かす設備を併設。

プールやサッカー場、ジムや体育館

などの設備がある。夕食の後にバド

ミントンやバスケットをしたりと、

体を動かす学生も多い。

まるで自分の部屋のように
広々とくつろげる。

2段ベッドに勉強机、タンス、ソファ、

バスルームを完備。広々としている

ので、ランドリールームで脱水をし

た洗濯物を干すこともできる。

ソーセージにポテト、そしてボイル

された野菜。白米も食べられる。

United Kingdom
Teikyo University Group London Campus

も
性
間
人
も
力
学
語

。
す
ま
い
思
と
だ
所
場
つ
育

い
聞
を
語
英
て
え
考
で
頭
で
ま
今
「

難
、
ど
け
た
い
て
し
り
た
し
話
り
た

ん
す
分
大
、
く
か
も
と
は
法
文
い
し

」
す
ま
い
て
し
感
実
と
た

　

」
手
上
が
訳
通
「
で
会
餐
晩
の
後
最

松
た
れ
さ
を
彰
表
ら
か
ち
た
生
先
と

を
と
こ
い
た
い
言
が
達
友
。
ん
さ
丸

あ
て
し
を
い
伝
手
の
通
疎
思
意
、
き

。
だ
う
よ
た
れ
さ
価
評
が
と
こ
た
げ

業
授
、
も
で
ん
学
を
語
英
で
本
日
「

語
本
日
、
は
で
ン
ド
ン
ロ
も
で
。
う

は
で
語
本
日
に
対
絶
も
て
し
話
で

」
た
し
で
境
環
の
高
最
、
の
め
た
る
け

　

し
正
儀
礼
な
ん
み
は
徒
生
の
部
等
高
「

。
た
し
で
り
か
ば
子
な
切
親
、
て
く

適
最
に
の
る
す
習
学
、
も
で
味
意
う

松丸忠広 

ホリデー留学で、医療機関

の見学も体験した松丸さ

ん。「国や言葉が違っても、

病院の設備や根本的な使命

う問題は、国境を越えると

改めて実感しました」

医療技術学部臨床検査学科

日本語が通じない、最高の環境で英語を学びました。

Yurie Muta

Tadahiro Matsumaru

、
で
国
外
の
て
め
初

。
感
実
を
い
違
の
と
本
日

　

選
を
ン
ド
ン
ロ
に
外
海
の
て
め
初

的
象
印
番
一
、
が
ん
さ
田
牟
だ
ん

今
が
物
建
の
昔
、
は
に
ン
ド
ン
ロ
「

濯
洗
、
え
考
を
観
外
も
で
リ
パ
。
す

以
年
0
0
1
。
り
た
し
干
に
中
を
物

の
国
の
分
自
で
形
う
い
う
こ
、
と
り

」
た
し
ま
い
思
と
な
う
違
と

　

の
本
日
と
ン
ド
ン
ロ
は
で
ト
ス
テ
ン

い
と
た
し
話
て
い
つ
に
い
違
の
築
建

事
仕
の
係
関
光
観
は
来
将
。
女
彼
う

も
と
こ
る
い
て
え
考
と
い
た
き
就
に

も
欲
意
の
へ
習
学
語
英
、
に
時
同
「

に
事
仕
の
望
希
。
た
し
ま
き
て
い
わ

の
人
国
外
、
ら
た
き
で
が
と
こ
く
就

」
す
で
い
た
し
に
う
よ
る
き
で
り

　

文
、
く
な
で
け
だ
る
え
覚
を
葉
言

。
だ
ず
は
る
な
く
近
は
離
距
の
と

牟田友里恵さん

キャンパスでお世話をして

くれた女の子、アリスンと

も仲良くなった。「よく私

たちの部屋に遊びにきてく

れました。メールアドレス

を聞いたので、一緒に撮っ

た写真を送るつもりです」

経済学部観光経営学科

ヨーロッパの街並みや文化に興味を覚えました。

ルーシー・
メイソンさん

昨年オックスフォード大学を卒業し

た 22歳。6月には、ロンドン中等

学校で理科の先生の仕事を始める。

日本の学生は真面目で、
とても礼儀正しいです。

「授業を聞きなさい」と言わなく

ても、スムーズに進められるの

が素晴らしい。イギリスと比べ

て、日本の学生はとてもしつけ

が行き届いていると思います。

ビアンカ・
アネチティさん

オックスフォード大学で、歴史学と

フランス語学を専攻する 22歳。と

にかくいつも笑顔で明るい！

学生たちの成長が、
目に見えてわかりました。

初めはシャイで英語を使うこと

を躊躇していた学生たちも、徐々

に話し始めたことが嬉しかった

です。最後の方は、質問も積極的

にしてくれるようになりました。

タニア・
スヘルデさん

モスクワ州立大学外国語学部卒業。

外国人に英語を教える傍ら、現在は

ロシア語の法廷通訳としても活躍中。

英語上達の秘訣は、
リラックスして話すこと。

みんな、とても楽しんで授業を受

けているように感じました。友達

や家族と一緒にいるときのよう

にリラックスして話せば、英語も

すぐに上達すると思います。

サム・グリーン
バリーさん

22歳。オックスフォード大学の卒業

生。趣味は旅行で、異なる文化を持

つ魅力的な人と出会うのが好き。

先生と生徒だけれど、
友達みたいな関係です。

日本の学生は静かに授業を聞い

てくれるから、とても授業が進め

やすかったです。自分と同じ年頃

の彼らと交流をすることで、日本

への興味が深まりました。

Teikyo University Group 
London Campus

Framewood Road Wexham 

Buckinghamshire SL2 4QS UK

117366-3571）0（-44＋:let

Campus Information
キャンパスインフォメーション

Location FoodRoomSchool

今度は、ヨーロッパの

世界遺産を見に行きたい！

人生に活かせるような

いい経験ができました。

London 
Campus
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学
習
意
欲
が
か
き
立
て
ら
れ
る
、

絶
好
の
環
境
と
設
備
が
特
長
。

「
日
本
に
一
番
近
い
外
国
」
と
い
え

ば
韓
国
。
昨
今
で
は
国
内
旅
行
さ
な

が
ら
の
価
格
と
移
動
時
間
で
、
ま
す

ま
す
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
韓
流
ブ
ー
ム
の
追

い
風
を
受
け
、
日
本
人
旅
行
者
の
数

も
右
肩
上
が
り
で
あ
る
。
そ
ん
な
現

代
文
化
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
歴
史

や
言
語
に
ま
で
興
味
を
持
ち
始
め
る

人
も
少
な
く
な
い
。
親
日
家
が
多
い

こ
と
で
も
知
ら
れ
る
韓
国
人
に
お
い

て
も
、
同
じ
こ
と
が
い
え
る
よ
う
だ
。

　

首
都
ソ
ウ
ル
か
ら
バ
ス
に
揺
ら

れ
、
お
よ
そ
30
分
。
1
9
8
2
年
に

設
立
さ
れ
た
水ス

ウ
ォ
ン原

大
学
校
は
、
韓
国

の
南
西
部
・
華
城
市
に
位
置
す
る
。

大
学
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
水
原
市

と
華
城
市
は
隣
同
士
。
ユ
ネ
ス
コ
世

界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
「
水

原
華
城
」
に
ほ
ど
近
い
、
歴
史
あ
る

街
で
あ
る
。
ソ
ウ
ル
近
郊
か
ら
ア
ク

セ
ス
が
良
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
暮
ら

し
や
す
く
落
ち
着
い
た
街
並
み
が
特

長
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
く
に
は
親
し

み
や
す
い
韓
国
家
庭
料
理
屋
や
居
酒

屋
が
点
在
し
て
お
り
、
昼
休
み
や
放

課
後
な
ど
は
多
く
の
学
生
で
賑
わ

う
。
ま
た
交
通
機
関
が
発
達
し
て
お

り
、
バ
ス
に
乗
れ
ば
水
原
の
中
心
街

や
ソ
ウ
ル
な
ど
に
も
気
軽
に
足
を
延

ば
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

水
原
大
学
校
は
、
2
0
0
8
年

2
月
に
帝
京
大
学
と
交
流
協
定
を
締

結
し
た
。
文
系
・
理
系
・
芸
術
系
な

ど
合
わ
せ
て
10
の
単
科
大
学
が
集
ま

り
設
立
さ
れ
た
と
あ
っ
て
、
訪
れ
た

と
き
に
ま
ず
驚
く
の
は
そ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
の
広
大
さ
。
40
万
坪
も
の
敷
地

の
中
に
、
大
学
院
を
含
め
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
す
学

生
た
ち
の
学
び
舎
が
集
約
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
利

用
し
て
中
小
企
業
と
共
同
研
究
を
す

る
た
め
の
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、
博
物

館
な
ど
附
属
機
関
も
充
実
。
し
っ
か

り
と
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
設
備
に
関
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
も

抜
か
り
な
い
。

　

そ
れ
だ
け
大
き
な
施
設
だ
か
ら
こ

そ
、
単
な
る
大
学
と
い
う
位
置
づ
け

で
は
な
い
。
近
隣
住
民
と
楽
し
む
体

育
大
会
や
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
た
り
、

一
般
の
人
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
学

内
に
銀
行
を
併
設
し
た
り
と
、
地
域

と
い
い
関
係
を
築
き
な
が
ら
と
も
に

成
長
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

水
原
大
学
校
で
ホ
リ
デ
ー
留
学
が

実
施
さ
れ
る
の
は
今
年
が
初
め
て
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
韓
国
語
の
授
業
や

観
光
地
の
見
学
に
加
え
て
ホ
ー
ム
ス

テ
イ（
1
泊
2
日
）が
組
み
込
ま
れ
、

現
地
の
家
庭
の
雰
囲
気
に
触
れ
る
機

会
も
。
ま
た
、
日
本
に
関
心
を
持
つ

水
原
大
生
と
の
交
流
会
を
設
定
。
特

に
日
本
語
学
を
専
攻
す
る
学
生
は
、

日
常
会
話
程
度
な
ら
ほ
ぼ
問
題
な
く

日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
参
加
し

た
9
人
の
帝
京
大
生
に
と
っ
て
は
、

韓
国
人
の
友
達
を
増
や
す
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

日本の“お隣”大韓民国で
荘厳な歴史と文化、言語を学ぶ。

「韓流」と呼ばれる大衆文化の流行で、日本にも
たくさんのファンを増やした韓国。学生たちも各々が、
自分なりの強いモチベーションを持ってこの国を訪れました。

Program Schedule

午前 午後

主題別活動「ビビンバ作り」

1日目

2日目

3日目

4日目

6日目

7日目

8日目

9日目

10日目

13日目

14日目

15日目

17日目

16日目

18日目

19日目

20日目

韓国到着

キャンパスツアー／晩餐会入学式／オリエンテーション

授業

主題別活動
「韓国の衣服に触れる」 

授業

竜仁民俗村見学授業

ソウル見学 ： ロッテワールドなど

三星電子見学授業

主題別活動
「韓国伝統楽器の演奏」授業

授業 自由行動

汝矣島KBS放送局見学授業

主題別活動「韓国民俗踊り」授業

授業 映画・ドラマ鑑賞

自習（学芸発表会準備）

ソウル見学 ： ソウル大学路など

5日目

水原市内見学（華城など）授業

ソウル見学 ： 国立中央博物館、仁寺洞、清渓川など

11日目

12日目

主題別活動
「韓国の衣服に触れる」 

授業

韓国の家庭へホームステイ

学芸発表会

21日目 修了式

自由行動

日本へ帰国

授業

Korea
Suwon University

水原大学校［韓国］
スウォン

水原華城・長安門

17 Flair17 Flair 16Flair



A Day Schedule

7:30～8:20 
朝食

8:40　
バスで大学へ移動

9:00～9:50　
授業／韓国語会話

10:00～10:50　
授業／ハングル入門

11:00～11:50　
授業／韓国歴史と文化

22:00　
ホテルに帰宅

12:00～14:00　
主題別活動「ビビンバづくり」

15:00～　
華城見学→自由行動／水
原市内へ。買い物などを楽し
み、夕食も自由にとる。

韓
国
の
文
化
・
歴
史
を

肌
で
感
じ
る
一
日
。

　

学
生
た
ち
が
宿
泊
し
て
い
た
の
は
、

水
原
大
学
校
か
ら
車
で
5
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
位
置
す
る
ホ
テ
ル
『
ラ
ビ

ド
ー
ル
』。
1
日
の
始
ま
り
は
、
ホ

テ
ル
の
朝
食
で
幕
を
開
け
る
。
主
食

は
白
米
だ
け
で
な
く
、
黒
米
を
炊
き

込
ん
だ
体
に
や
さ
し
い
ご
は
ん
か
ら

ト
ー
ス
ト
ま
で
種
類
は
い
ろ
い
ろ
。

お
か
ず
は
日
本
の
朝
食
に
近
い
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
だ
が
、
本
場
・
韓
国
の
味

も
同
時
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

各
々
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
た

あ
と
は
、
大
学
ま
で
の
送
迎
バ
ス
に

乗
り
込
ん
で
登
校
。
通
常
は
午
前
中

に
韓
国
語
会
話
、
ハ
ン
グ
ル
入
門
、

歴
史
や
文
化
な
ど
の
授
業
を
教
室
で

受
け
、
午
後
か
ら
は
実
践
的
に
韓
国

の
文
化
を
学
ぶ
た
め
の
「
主
題
別
活

動
」
へ
と
移
る
。
日
に
よ
っ
て
は
午

後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
市
内
観
光
や
自

由
行
動
の
日
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
午
前
中
に
韓
国
語
を
習
い
、
午

後
は
実
際
に
外
で
使
っ
て
み
る
と
い

う
実
践
的
な
機
会
に
も
度
々
恵
ま
れ

た
よ
う
だ
。

　

こ
の
日
の
午
後
は
、
韓
国
の
代
表

的
料
理
で
あ
る
ビ
ビ
ン
バ
と
プ
ル
コ

ギ
を
み
ん
な
で
作
る
こ
と
に
。
ビ
ビ

ン
バ
と
は
「
混
ぜ
ご
は
ん
」
と
い
う

意
味
。
も
や
し
や
に
ん
じ
ん
な
ど
の

馴
染
み
深
い
野
菜
の
ほ
か
、
韓
国
で

親
し
ま
れ
て
い
る
「
ト
ラ
ジ
」（
キ

キ
ョ
ウ
の
根
）
の
よ
う
な
珍
し
い
食

材
も
用
い
、
先
生
の
指
導
の
も
と
二

手
に
分
か
れ
て
調
理
を
行
っ
た
。「
ビ

ビ
ン
バ
が
、
こ
ん
な
に
手
の
込
ん

だ
料
理
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
！
」

と
、
学
生
た
ち
も
驚
き
の
色
を
隠
せ

な
い
。
出
来
上
が
っ
た
ビ
ビ
ン
バ
は

彩
り
豊
か
で
、
プ
ル
コ
ギ
か
ら
も
食

欲
を
そ
そ
る
ニ
ン
ニ
ク
の
い
い
匂
い

が
漂
う
。
美
味
し
い
昼
食
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
る
う
ち
に
、
彼
ら
の
会
話

も
自
ず
と
弾
ん
で
い
っ
た
。　

　

続
い
て
、
一
行
は
先
生
の
引
率
の

も
と
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
で

も
あ
る
『
水
原
華
城
』
へ
と
出
か
け

た
。
元
々
「
歴
史
的
な
世
界
遺
産
を

見
た
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
学
生

は
、
本
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
感

無
量
の
様
子
。
真
っ
赤
に
ペ
イ
ン
ト

さ
れ
た
華
城
列
車
に
乗
り
、
東
京

ド
ー
ム
約
28
個
分
に
も
の
ぼ
る
広
大

な
敷
地
を
の
ん
び
り
と
巡
る
。
そ
の

後
は
、
韓
国
の
中
で
最
も
規
模
が
大

き
く
美
し
い
と
称
さ
れ
る
華
城
行
宮

へ
。
元
々
は
官
庁
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
が
、
敷
地
拡
大
後
は
王
が
地

方
に
行
く
際
の
宿
泊
所
と
し
て
も
使

わ
れ
た
と
い
う
。
韓
国
ド
ラ
マ
『
宮

廷
女
官 

チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
』
の
撮

影
場
所
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
フ
ァ

ン
の
学
生
は
歩
き
な
が
ら
何
度
も

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。
き
っ
と
歩

く
た
び
に
、
ド
ラ
マ
の
ワ
ン
シ
ー
ン

が
頭
に
浮
か
ん
で
き
た
だ
ろ
う
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
一
日
を
終
え
、

水
原
の
中
心
街
へ
移
動
。
夕
食
を
兼

ね
て
自
由
行
動
と
な
っ
た
学
生
た
ち

は
、
美
味
し
そ
う
な
店
頭
の
写
真
を

見
な
が
ら
ど
こ
に
入
ろ
う
か
と
頭
を

悩
ま
せ
る
。
さ
て
み
ん
な
、
何
に
舌

鼓
を
打
っ
た
の
だ
ろ
う
か
⋮
。

12:00
韓国の伝統料理づくりで
コミュニケーションを深める。
この日はビビンバとプルコギの調理実
習を行うことに。学生たちは韓国語か
英語で、積極的に先生と会話しながら
進める。共通の目標に向かって作業し
ていると、言語の壁もなくなるようだ。

17:30
屋台に焼肉、チゲ鍋…。
美味しそうな匂いに目移り。
食い倒れしそうなほど、ホットで旨
い韓国料理屋が軒を連ねる水原の中
心街。ベーシックな焼肉（サムギョ
プサル）から屋台で買えるトッポギ
まで、その選択肢は広い。もちろん
学生たちは、お店のスタッフとも自
分の力でコミュニケーションをとる。

9:00
韓国の視点で行われる授業は、
わかりやすい日本語で。

「韓国の歴史と文化」の授業で、大韓民
国の成り立ちを教わる。先生は美しい
日本語で授業を進めてくれるので、韓
国語のわからない学生でも理解できる。

7:30
1日の始まりは朝食から。
しっかり食べて授業に臨みます。
ホテルの朝食はバイキング形式。白米、
焼き魚、韓国海苔、みそ汁などのなじ
み深いメニューが。キムチが用意され
ているところはさすが韓国。

15:00
真っ赤な華城列車に乗って、
世界遺産を見物。
華城列車で片道 30 分の旅。李
氏朝鮮王朝末期に作られた水原
華城は、1997 年に世界遺産に
認定された。華城王宮を中心に、
歴史的建造物が多数残っている。

16:00
ドラマの舞台にもなった、
華城行宮に圧倒される。
日本語の堪能なガイドさん（赤い
帽子がキュート）が、一つひとつ
の建物について丁寧に説明してく
れた。ドラマの舞台だったこともあ
り、行宮内には撮影当時の写真も。

A Day Reporting
とある１日に、密着しました。
キャンパスのある水原市周辺には、歴史的建造物が
たくさんあります。学校で言語と食文化を学んだあとは、
みんなと一緒に荘厳な王宮へと足を運びました。

Korea
Suwon University
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キムチと豚肉のチャーハンに目玉焼
きを乗せた「キムチポックンパ」。

宋占鍾さん

宋さんは学生の宿泊施設や食事、移
動手段、そしてプログラムの企画な
どを行ってくれた。「帝京大生たちは
一生懸命勉強に取り組んでおり、非
常に良い印象を受けました」

国際協力室

　今回、全般的に帝京大生のお
世話をしてくださった宋さん。
数あるプログラムの中で特に力
を入れたのは、家庭訪問だ。

「水原大生と友達になったり、一
般家庭に宿泊したりすることで、
韓国のことをより深く理解して
もらえたと思っています」
　韓国人と多く触れ合いながら、
短期間での修得が困難な韓国語
や文化に対する知識を補う。そ
の狙い通り、帝京大生は 3 週間
で見違えるほどの成長を遂げた。

「今後は学内に、ホリデー留学生
を援助する学生グループを作る
つもりです。帝京大学への留学
生も増えたら嬉しいですね」

韓国人との触れ合いが、
韓国を知る一番の近道。

問題解決能力を養うためのサポートをします。

「短期間で韓国語をマスターする
のは難しいですよね。だから、
まずは言葉に親しみを持っても
らうことを目標としています」
　李先生が授業で教えているの

は、街に出てすぐに使える韓国
語。しかし時間が限られている
ため、すべては教えられない。

「必ず足りない言葉が出てくる。
するともっと知りたくなって、

自ら学ぶようになるんです」
　簡単な日常会話をベースに、
実生活で困ったら自分で解決す
る能力をつける。それが、この
キャンパスの狙いでもあるのだ。

インターナショナルな大学として
発展を続ける水原大学校。
国際化に対しての意識が高まってい
る水原大学校。今後も教育院を拡大
しプログラムを整えて、今まで以上
に国際交流に力を入れていくという。

「ただいま」と言いたくなるほど
快適な滞在。
大学にも寮があるが、春休みは入れ
替え時期のため帝京大生たちは近く
のホテル『ラビドール』に寝泊まり。
近々新しい寮を建設予定だという。

大根のつけ汁にめんを入れた「キム
チマリクックス」はごま油風味。

李成根さん

キャンパスでは、韓国語会
話の授業を担当。「日本の
学生はおとなしいですね。
でもここに来たきっかけを
聞くと、みんな自分のやり
たいことが明確。しっかり
していると思いますよ」。

日本語科教授、文学博士

Korea
Suwon University

楽
し
く
会
話
す
る
た
め
に
、

も
っ
と
語
学
力
を
つ
け
た
い
。

「
韓
国
人
の
友
達
を
1
0
0
人
作
り

た
い
！
」
と
い
う
、
壮
大
な
目
標
を

持
っ
て
ホ
リ
デ
ー
留
学
に
参
加
し
た

奈
良
さ
ん
。
そ
ん
な
彼
に
と
っ
て
一

番
貴
重
だ
っ
た
の
は
、
や
は
り
現
地

の
学
生
と
の
交
流
だ
っ
た
よ
う
だ
。

日
本
語
学
科
の
教
室
に
顔
を
出
し
た

り
、
大
学
近
く
の
食
堂
や
カ
ラ
オ
ケ

店
に
一
緒
に
行
っ
た
り
し
て
、
す
っ

か
り
仲
良
く
な
っ
た
。

「
元
々
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
す
ご
く
充
実
し
た
3
週
間
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
こ
の
国
で

言
語
を
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
、
先
生
に
相
談
し
た
ら
、

1
年
間
の
交
換
留
学
制
度
が
あ
る
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
、
真

剣
に
参
加
を
考
え
て
い
ま
す
」

　

滞
在
中
は
辞
書
を
片
手
に
、
わ
か

ら
な
い
単
語
を
調
べ
つ
つ
会
話
を
楽

し
ん
だ
と
い
う
彼
。
友
達
が
で
き
れ

ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
と
思
う
の
は
自

然
な
流
れ
だ
ろ
う
。
1
0
0
人
目
の

韓
国
人
友
達
が
で
き
る
日
も
、
そ
う

遠
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

奈良郁弥さん

奈良さんは「K ポップ」好
きが高じて、韓国に興味を
持ち始めた。ホリデー留学
の収穫のひとつとして「人
と接するとき『こういう意
見もあるな』と考え方が柔
軟になったこと」だという。

経済学部経済学科

現地の学生と仲良くなれて、とても嬉しいです。

Yurina Mano

Fumiya Nara

韓
国
に
訪
れ
る
た
び
、

素
敵
な
経
験
が
待
っ
て
い
る
。

　

間
野
さ
ん
が
韓
国
を
訪
れ
る
の
は
、

も
う
４
回
目
。
元
々
韓
国
語
を
勉
強

し
て
い
た
彼
女
は
、
音
声
学
の
先
生

に
よ
る
発
音
の
指
摘
に
つ
い
て
「
読

み
方
の
基
礎
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
す
。

「
ハ
ン
グ
ル
は
読
め
て
も
、
声
に
出

す
と
き
に
間
違
っ
て
い
た
ん
で
す

ね
。
先
生
に
修
正
し
て
も
ら
っ
て
か

ら
は
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
で
も
言

葉
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
意
欲
的
な
彼
女
の
印
象
に

残
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
。
お
世
話
に
な
っ
た
お
家
の
学

生
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ご
両
親
が
大

変
親
切
に
し
て
く
れ
た
の
だ
と
か
。

「
お
夕
飯
が
と
に
か
く
豪
華
。“
ス
ン

デ
”
と
い
う
豚
の
腸
詰
め
を
食
べ
た

こ
と
は
あ
る
？ 

と
聞
か
れ
た
の
で
な

い
と
答
え
た
ら
、
お
父
様
が
買
い
出

し
に
行
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
」

　

帰
り
際
も
「
あ
な
た
の
ご
両
親
に
」

と
、
お
酒
や
韓
国
海
苔
な
ど
を
た
く

さ
ん
持
た
せ
て
く
れ
た
と
い
う
。
韓

国
の
温
か
い
人
情
が
、
ま
た
彼
女
を

こ
の
地
に
呼
び
戻
す
の
だ
ろ
う
。

間野祐梨奈さん

韓国のアイドルに魅了さ
れ、韓国語を学び始めた間
野さん。「彼らの曲を聴いて、
歌詞の意味がわかると嬉し
い」。将来韓国に住むことも
視野に入れ、日本語教師の
資格を取るべく奮闘中。

文学部日本文化学科

授業もホームステイも実りある時間でした。

Student’s Voice
参加した学生に聞きました。
日本語の話せるスタッフが多いにも関わらず、
積極的に現地の言葉を使おうと努力する
帝京大生が印象的な韓国でした。

水原大学校
京畿道 華城市 峰潭邑 臥牛里 山 2-2
tel: ＋82-（0）31-222-2101〜4

Campus Information
キャンパスインフォメーション

ますます韓国のことが
好きになりました。

春休みに行けるのも、
ホリデー留学のいいところ。

水原大学校

ソウル
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Outline
of Going Study Abroad

ホリデー留学までの流れ
留学のイメージをふくらませたところで、
ここでは、ホリデー留学プログラムの
申込みから出発までの流れを追います。

1 プログラム概要
まずは、希望の留学先を決めましょう。

※2010年5月現在の情報です。内容は予告なく変更となる場合があります。

0

10

ドイツ

イギリス

韓国

１€（ユーロ） ＝ 約114円

１£（ポンド）  ＝ 約130円

1000W（ウォン） ＝ 約75円

日本とは、気候も異なります。出発前に現地の気温を調べて、
充分な衣服を揃えていきましょう。

現地の空港や銀行でもできるが、いくらかは日本で両替していくのがよい。
クレジットカードや国際キャッシュカードも持って行くと便利です。

3 出発の準備
現地の生活情報を事前に調べて、快適な留学生活が送れるように準備を心がけましょう。

20

30

2月の平均気温

気温［℃］

最低気温

最高気温

8月の平均気温

東京

2℃

10℃

ベルリン

-1°C
4°C

ロンドン

5°C
 9°C

ソウル

-3°C
 4°C

東京

24℃

31℃

ベルリン

14°C

24°C

ロンドン

16°C

23°C

ソウル

22°C

 30°C

お金気候

0

10

20

30

気温［℃］

2 申込みまでの流れ
留学先を決めたら、帝京スタディーアブロードセンター（T-SAC）で申し込みを。

夏

11月〜1月頃
2〜3ケ月前

仮申込開始
（T-SAC窓口）

12〜1月頃
1〜2ケ月前

本申込開始
（T-SAC窓口）

1月下旬頃
1ケ月前

渡航前説明会

2月下旬頃

出発

5月〜7月頃
2〜3ケ月前

仮申込開始
（T-SAC窓口）

6月〜7月頃
1〜2ケ月前

本申込開始
（T-SAC窓口）

7月下旬頃
1ケ月前

渡航前説明会

8月下旬頃

出発

春

ホリデー留学に関する問い合わせ
帝京Study Abroad Center （T-SAC）   
TEL ： 042-678-3237,3533   FAX ： 042-678-3544  
e-mail ： t-sac@main.teikyo-u.ac.jp

・ 帝京大学グループ ベルリンキャンパス（ドイツ）
・ 帝京大学グループ ロンドンキャンパス（イギリス）
・ 水原大学校（韓国）

留学期間

対象 帝京大学／帝京短期大学／帝京大学短期大学の全学部・全学科に在
籍する学生。（※帝京大学グループの学生も一部参加可）

留学先

15〜20日間（国によって異なる）。原則、夏期休暇と春期休暇の年２回。

ドイツ イギリス 韓国 フランス アメリカ

※2010年夏より、パリ・アドヴァンシア大学（フランス）、ジョージア州・コロンバス州立大学
（アメリカ）も実施予定。

※2010年5月20日現在の情報です。為替レートは随時確認してください。

国によって電圧やコンセントの差し込み口が異なります。
電化製品を持っていく場合は、変換プラグや変圧器を持っていくとよいでしょう。

ドイツ イギリス 韓国

プラグ
タイプ

電圧 220V 240V 110V、220V

電源

※日本のプラグはAタイプ。

※単位認定の詳細については、T-SACまでお問い合わせください。

海
外
留
学
と
は
、自
分
を

見
つ
め
直
す
好
機
で
あ
る
。

 
「
自
分
と
い
う
存
在
を
感
じ
ら
れ
る

こ
と
。
こ
れ
が
、
留
学
の
一
番
大
き

な
意
義
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

異
文
化
圏
に
身
を
投
じ
る
こ
と
で
、

育
っ
た
環
境
を
顧
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
が
や
が
て
、
自
分
の
本
来

の
姿
を
俯
瞰
で
見
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
言
語
や
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
の
他
に
、
人
間
性
の
充
実
と
い

う
側
面
か
ら
も
留
学
に
は
様
々
な
利

点
が
あ
る
と
冲
永
学
長
は
語
っ
た
。

 

「
そ
れ
に
、
学
生
に
は
ま
だ
素
直
で

無
邪
気
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。
留
学

は
、
そ
の
性
質
を
積
極
的
に
活
用
で

き
る
滅
多
に
な
い
機
会
で
す
よ
」

　

と
は
い
え
、
急
に
長
期
留
学
を
す

る
と
な
る
と
尻
込
み
を
し
て
し
ま
う

学
生
も
多
い
だ
ろ
う
。
外
国
に
対
す

る
興
味
を
喚
起
し
能
動
性
を
醸
成
す

る
と
い
う
意
味
で
も
、
シ
ョ
ー
ト

タ
ー
ム
の
ホ
リ
デ
ー
留
学
は
最
適
、

と
い
う
の
が
学
長
の
見
解
だ
。

 

「
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
生
き
て
い
く

上
で
の
い
い
経
験
に
も
な
る
で
し
ょ

う
し
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
た
め

の
前
向
き
な
姿
勢
に
消
化
し
て
い
く

こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
大
学
の

3
つ
の
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
国
際

性
』
と
い
う
面
か
ら
も
、
非
常
に
有

意
義
な
時
間
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

学
長
自
身
、
今
で
も
海
外
に
滞
在

し
て
仕
事
や
勉
強
を
し
て
み
た
い
と

言
う
。
た
っ
ぷ
り
あ
る
時
間
を
有
効

に
使
え
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
学
生
の

特
権
と
も
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

Interview
with President

学長が語る、留学のこと
学生時代に留学することの大切さって？
帝京大学の冲永学長は、ホリデー留学の
意義についてこう考えています。

Yoshihito Okinaga
学生時代の海外留学は、
自分を知るためにも有意義。

BF B3 C A SECSECA

1973 年生まれ。慶応義塾大
学理工学部を経て、同大学院
理工学研究科機械工学専攻修
士課程修了。93 年、冲永学園
理事長に就任。その後帝京平
成大学副理事長に就任。2002
年 1 月の帝京大学理事長就任
後、同年10月より学長を兼任。

冲永佳史 帝京大学学長
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